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小牧市議会議員一般選挙の結果

任期は令和 9年 10月 8日までの 4年間です。（得票順（左から右へ、上から下へ）敬称略）

当日有権者数 117,188 人
投票者数 45,162 人
投票率 38.54%

当選された25人の市議会議員

任期満了に伴う小牧市議会議員一般選挙が10月１日
に執行されました。投票者数・投票率は右表のとおりです。
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★★情報情報情報
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　「あいち県民の日」を含む直前 1週間（11月 21日㈫から 27日㈪まで）を「あいちウィーク」と定め、期間中、県の
施設などが割引や無料で利用できたり、愛知県の魅力を発信するイベントなどが県内各地で行われたりします。
　また、公立学校（幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校）では「県民の日学校
ホリデー」が指定され、休園・休校となります。本市の「県民の日学校ホリデー」は
11/24 ㈮です。

11/24 ㈮
• こまき巡回バス「こまくる」
（中学生以下）
• れきしるこまき
• 小牧山歴史館
• プラネタリウム
• 市民四季の森
　ディスクゴルフ場
　パークゴルフ場

イベント名 期日 問合先
れきしるこまき小牧山城茶会 11/3（金・祝） れきしるこまき

（☎ 48‐4646）木の実でつくろう！足軽人形 11/5 ㈰、11㈯
特集展示「We Love ♡あいち
We Love ♡こまき」 11/20 ㈪～ 26㈰ 中央図書館（☎ 73‐9951）

※詳しくは 26ページ

alko
「あいち県民の日チャレンジ」 11/21 ㈫～ 27㈪ 健康生きがい推進課

（☎ 39‐6568）
ぐるぐるめぐる！
小牧山スタンプラリー 11/21 ㈫～ 12/27 ㈬ れきしるこまき

（☎ 48‐4646）
謎解きイベント
「怪盗Xからの挑戦状」 11/22 ㈬～ 26㈰ 中央図書館（☎ 73‐9951）

※詳しくは 26ページ

フィールドビンゴ in 小牧山 11/24 ㈮ こども政策課（☎ 76‐1179）
◀あいち県民の日
　特設サイトはこちら

★★

情報情報情報

　

スマホ教室　好評開催中
問合先　行政改革課（☎76‐1113）

　今年度から規模を大きく開催しているスマ
ホ教室ですが、既に 350 人を超える多くの
方々が参加しています。

　スマホ教室や相談会では、基本的なスマホ
操作方法はもちろんのこと、
● LINE の今まで知らなかった使い方
●「こんな画面が出てきたけど大丈夫！？」
　といった不安や悩み
についても寄り添ってお答えします。

　この機会にスマホ教室へ参加して、便利で
豊かな生活となるスマホライフにしていきま
しょう！

スマホ教室スケジュール（要予約）

（定員各 10人）

（定員各 6人）

スマホ教室

個別相談会

スマホ初心者の方向けの教室形式です。
基本操作、カメラ操作、LINE 活用などを学びます。
12/6㈬ 味岡市民センター　12/10㈰ 東部市民センター
開催時間　① 10:00 ～正午　② 13:00 ～ 15:00

１対１の個別相談形式で、分からないことや悩みについ
て相談に応じます。
11/8 ㈬    ゆう 友 せいぶ     11/22 ㈬ ふらっとみなみ
11/24 ㈮  東部市民センター
相談時間　① 10:00 ～ 10:50　② 11:00 ～ 11:50
　　　　　③ 13:30 ～ 14:20　④ 14:30 ～ 15:20

予約先　☎0120‐441‐061
　　　　（市委託業者・CCNet株式会社）
受付時間　月～金曜日　9:00～18:00

参加希望の方は電話で予約してください。

※これまでに受講された方も申込みできます。

▲詳細はこちら

★★

情報情報情報

11/27㈪は「あいち県民の日」
11/21㈫～27㈪は「あいちウィーク」

「あいちウィーク」とは

市内施設の無料開放など 市内の関連イベント

広報こまき 2023年 11月号7　
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会計名 歳入決算額 歳出決算額
　土地取得 11万円 11万円
　国民健康保険事業 125億 3,204 万円 125億 1,507 万円
　文津土地区画整理事業 4億 4,841 万円 4億 2,997 万円
　岩崎山前土地区画整理事業 4億 1,790 万円 2億 5,779 万円
　小牧南土地区画整理事業 3億 9,580 万円 3億 5,180 万円
　本庄土地区画整理事業 7,351 万円 6,824 万円
　介護保険事業 86億 9,579 万円 85億 9,144 万円
　後期高齢者医療 38億 　361万円 37億 8,756 万円
　合計 263億 6,717 万円 260億 198万円

令和 4年度決算 一般会計　+　特別会計
歳入総額
900億 524万円

歳出総額
867億 3,270万円 翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額　約 26億 7,280 万円 の黒字
－ －

＝

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 252億 2,666 万円 247億 6,406 万円
収益的収支（損益計算書） 251億 2,259 万円 246億 9,274 万円
資本的収支（税込決算額） 9億 6,504 万円 20億 8,650 万円

病院事業

　病院事業では、新型コロナウイルス感染症に係る補助金の増加により、黒字決算となりました
が、今後は、コロナ補助金の見直し、原材料費や諸経費などの増加により、厳しい病院経営が見
込まれることから、「小牧市民病院改革プラン」に基づき、経営の更なる健全化に努めていきます。

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 31億 4,625 万円 26億 6,512 万円
収益的収支（損益計算書） 27億 9,547 万円 25億 2,169 万円
資本的収支（税込決算額） 4億 2,850 万円 29億 5,054 万円

水道事業

　水道事業では、黒字決算となりましたが、今後も管路の耐震化など水道施設の更
新に多額の費用が見込まれることから、令和元年度に策定した小牧市水道事業ビジ
ョン・経営戦略に基づき財政基盤の強化、お客様サービスの向上に努めていきます。

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 29億 8,642 万円 29億 3,443 万円
収益的収支（損益計算書） 28億 2,743 万円 28億 3,413 万円
資本的収支（税込決算額） 13億 3,314 万円 17億 6,086 万円

下水道事業

　下水道事業では、赤字決算となりましたが、令和 3年度からの繰越工事を執行したことによる
ものです。今後も厳しい経営環境が続くことが見込まれることから、「小牧市下水道事業長期経
営計画」に基づき、下水道整備区域の早期概成を図るとともに、経営の健全化に努めていきます。

　企業会計の決算には、当該年度の経営活動に伴う
「収益的収支」と、設備投資や借入金などの収支を
表した「資本的収支」の 2種類があります。企業
会計の赤字・黒字は、1年間の経営成績を示す消費
税および地方消費税抜きの損益計算書で判断しま
す。

民間の会社と同じように、利用した人から
料金をもらうなど経営活動による収入で支
出をまかなう「独立採算方式」の会計です。

企業会計とは

企業会計決算状況

歳出性質別決算額
　右のグラフは、歳出決算額607億3,072万円について、
扶助費などの義務的な支出なのか、公共事業など将来の
ために投資するための支出なのかなど、どのような経費
として支出したかを表したものです。

　特別会計は、特定の目的や収入がある事業について一般
会計と分け、それぞれの収支を明確にしています。８ある
特別会計は、全体で歳入が 263 億 6,717 万円、歳出が
260億 198万円で、3億 6,519 万円の黒字となりました。

　国の制度として特別会計で処理することが定め
られているものもあります。

それぞれのお金の出入りをはっきりさせるた
めに、独立して管理される会計です。

特別会計とは

特別会計決算状況

扶助費／子ども・高齢者・障がい者への支援などに要する経費
人件費／職員の給与、議員の報酬などの経費
物件費／施設の光熱費や委託料などの経費
補助費等／一部事務組合や各種公益団体に対する補助金などの経費
繰出金／一般会計から特別会計・企業会計へ支出する経費
維持補修費／道路、公共施設などを修理・管理するための経費
普通建設事業費／道路、公共施設などを整備するための経費
義務的経費／支出することが制度的に義務付けられている経費
投資的経費／道路・学校など将来に残るものに対する経費 

人件費（15.8%）人件費（15.8%）
96億 747万円96億 747万円

扶助費（25.1%）扶助費（25.1%）
152億 4,259 万円152億 4,259 万円

公債費（1.7%）公債費（1.7%）
10億 1,879 万円10億 1,879 万円

補助費等（13.4%）補助費等（13.4%）
81億 2,620 万円81億 2,620 万円

維持補修費（1.8%）
10億 6,769 万円

物件費（20.4%）物件費（20.4%）
123億 6,795 万円123億 6,795 万円

積立金（2.2%）
13億 7,067 万円

投資および出資金・
貸付金（1.9%）
11億 5,413 万円

繰出金（8.4%）繰出金（8.4%）
50億 9,981 万円50億 9,981 万円

普通建設事業費（9.3%）
56億 7,400 万円

義務的経費義務的経費
42.6%42.6%その他その他

48.1%48.1%

投資的経費投資的経費
     9.3%     9.3%

災害復旧費（0.0%）
142万円
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令和4年度
市の財政状況を報告します

★★

情報情報情報

令和４年度
決算状況

　市は、新しい年度が始まる前に、あらかじめ税金などの収入と
行政サービスに使う支出の金額を見積もって、市長が「予算」案
を作ります。
　その案は、毎年3月に市議会で審議され決定します。
　最終的に予算がどう使われたかを整理したものが「決算」です。

皆さんが納めた税金は、主にこの一般会計に使われています。

福祉や子育て・教育、道路整備などの
まちづくりにかかる基本的な会計です。

一般会計の歳出決算

総額 607億 3,072 万円

一般会計とは

一般会計の歳入決算

総額 636億 3,807 万円

地方譲与税・交付金　国や県が徴収した税金の市
への分配金（自動車重量譲与税、地方消
費税交付金など）

市　税　市民が市に納める税金（市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、都市計画税）

国庫支出金　国が行うべき事業を市へ委託する場
合の交付金など

県 支 出 金　県が行うべき事業を市へ委託する場
合の交付金など

諸収入　市預金利子、貸付金元利収入、雑入など
市　債　国や銀行などから調達する長期的な借入金

※内側の円グラフは、市税決算額内訳

問合先　財政課（☎ 76‐1190）

民生費　子ども、高齢者、障がい者の福祉などの費用
教育費　小・中学校の管理運営や施設整備および

文化・スポーツ振興などの費用

土木費　道路・公園の補修や建設などの費用
衛生費　健康診断や予防接種、ごみ処理などの費用

消防費　消防などの費用
商工費　商工業、観光振興などの費用

総務費　税務事務、選挙、統計調査、公共交通な
どの費用

　収入の根幹をなす市税は増収となりました。これは、
企業収益が堅調に推移したことにより、法人市民税が増
となったことなどによります。また、繰入金、繰越金が
増となった一方、国庫支出金、諸収入、市債が減となり、
歳入総額は前年度に比べ 1.5％の減となりました。

国庫支出金国庫支出金（15.5%）（15.5%）
98億 6,229 万円98億 6,229 万円

地方譲与税・交付金地方譲与税・交付金（9.3%）（9.3%）
59億 6,969 万円59億 6,969 万円

県支出金県支出金（6.2%）（6.2%）
39億 377万円39億 377万円

市債（1.6%）
10億 3,680 万円
諸収入（2.4%）
15億 5,881 万円

その他その他（12.0%）（12.0%）
76億 464万円76億 464万円

市民税（40.8%）市民税（40.8%）
137億 4,778 万円137億 4,778 万円

固定資産税（48.6%）固定資産税（48.6%）
163億 9,590 万円163億 9,590 万円

都市計画税（5.9%）都市計画税（5.9%）
19億 8,865 万円19億 8,865 万円

市たばこ税（3.5%）市たばこ税（3.5%）
11億 7,947 万円11億 7,947 万円

軽自動車税（1.2 %）軽自動車税（1.2 %）
3億 9,027 万円3億 9,027 万円

市税市税（53.0%）（53.0%）
337億 207万円337億 207万円

　総務費が徴収一般事業費の増、衛生費が水道事業会計
繰出金の増となった一方、消防費が消防指令センター共
同運用事業費の減、教育費が小牧南小学校改築事業費の
減となったため、歳出総額は前年度に比べ、1.0％の減、
歳入歳出差引額は、プラス 29億 735万円となりました。

民生費（41.9%）
254億 4,886万円

衛生費衛生費（12.1%）（12.1%）
73億 3,618 万円73億 3,618 万円

商工費（3.1%）
19億 1,164 万円

消防費（2.7%）
16億 2,690 万円

公債費（1.7%）
10億 1,879 万円
その他（1.4%）
8億 5,606 万円

土木費土木費（10.8%）（10.8%）
65億 8,258 万円65億 8,258 万円

教育費教育費（16.2%）（16.2%）
98億 3,894 万円98億 3,894 万円

総務費総務費（10.1%）（10.1%）
61億 1,077 万円61億 1,077 万円
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会計名 歳入決算額 歳出決算額
　土地取得 11万円 11万円
　国民健康保険事業 125億 3,204 万円 125億 1,507 万円
　文津土地区画整理事業 4億 4,841 万円 4億 2,997 万円
　岩崎山前土地区画整理事業 4億 1,790 万円 2億 5,779 万円
　小牧南土地区画整理事業 3億 9,580 万円 3億 5,180 万円
　本庄土地区画整理事業 7,351 万円 6,824 万円
　介護保険事業 86億 9,579 万円 85億 9,144 万円
　後期高齢者医療 38億 　361万円 37億 8,756 万円
　合計 263億 6,717 万円 260億 198万円

令和 4年度決算 一般会計　+　特別会計
歳入総額
900億 524万円

歳出総額
867億 3,270万円 翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支額　約 26億 7,280 万円 の黒字
－ －

＝

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 252億 2,666 万円 247億 6,406 万円
収益的収支（損益計算書） 251億 2,259 万円 246億 9,274 万円
資本的収支（税込決算額） 9億 6,504 万円 20億 8,650 万円

病院事業

　病院事業では、新型コロナウイルス感染症に係る補助金の増加により、黒字決算となりました
が、今後は、コロナ補助金の見直し、原材料費や諸経費などの増加により、厳しい病院経営が見
込まれることから、「小牧市民病院改革プラン」に基づき、経営の更なる健全化に努めていきます。

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 31億 4,625 万円 26億 6,512 万円
収益的収支（損益計算書） 27億 9,547 万円 25億 2,169 万円
資本的収支（税込決算額） 4億 2,850 万円 29億 5,054 万円

水道事業

　水道事業では、黒字決算となりましたが、今後も管路の耐震化など水道施設の更
新に多額の費用が見込まれることから、令和元年度に策定した小牧市水道事業ビジ
ョン・経営戦略に基づき財政基盤の強化、お客様サービスの向上に努めていきます。

収　入 支　出
収益的収支（税込決算額） 29億 8,642 万円 29億 3,443 万円
収益的収支（損益計算書） 28億 2,743 万円 28億 3,413 万円
資本的収支（税込決算額） 13億 3,314 万円 17億 6,086 万円

下水道事業

　下水道事業では、赤字決算となりましたが、令和 3年度からの繰越工事を執行したことによる
ものです。今後も厳しい経営環境が続くことが見込まれることから、「小牧市下水道事業長期経
営計画」に基づき、下水道整備区域の早期概成を図るとともに、経営の健全化に努めていきます。

　企業会計の決算には、当該年度の経営活動に伴う
「収益的収支」と、設備投資や借入金などの収支を
表した「資本的収支」の 2種類があります。企業
会計の赤字・黒字は、1年間の経営成績を示す消費
税および地方消費税抜きの損益計算書で判断しま
す。

民間の会社と同じように、利用した人から
料金をもらうなど経営活動による収入で支
出をまかなう「独立採算方式」の会計です。

企業会計とは

企業会計決算状況

歳出性質別決算額
　右のグラフは、歳出決算額607億3,072万円について、
扶助費などの義務的な支出なのか、公共事業など将来の
ために投資するための支出なのかなど、どのような経費
として支出したかを表したものです。

　特別会計は、特定の目的や収入がある事業について一般
会計と分け、それぞれの収支を明確にしています。８ある
特別会計は、全体で歳入が 263 億 6,717 万円、歳出が
260億 198万円で、3億 6,519 万円の黒字となりました。

　国の制度として特別会計で処理することが定め
られているものもあります。

それぞれのお金の出入りをはっきりさせるた
めに、独立して管理される会計です。

特別会計とは

特別会計決算状況

扶助費／子ども・高齢者・障がい者への支援などに要する経費
人件費／職員の給与、議員の報酬などの経費
物件費／施設の光熱費や委託料などの経費
補助費等／一部事務組合や各種公益団体に対する補助金などの経費
繰出金／一般会計から特別会計・企業会計へ支出する経費
維持補修費／道路、公共施設などを修理・管理するための経費
普通建設事業費／道路、公共施設などを整備するための経費
義務的経費／支出することが制度的に義務付けられている経費
投資的経費／道路・学校など将来に残るものに対する経費 

人件費（15.8%）人件費（15.8%）
96億 747万円96億 747万円

扶助費（25.1%）扶助費（25.1%）
152億 4,259 万円152億 4,259 万円

公債費（1.7%）公債費（1.7%）
10億 1,879 万円10億 1,879 万円

補助費等（13.4%）補助費等（13.4%）
81億 2,620 万円81億 2,620 万円

維持補修費（1.8%）
10億 6,769 万円

物件費（20.4%）物件費（20.4%）
123億 6,795 万円123億 6,795 万円

積立金（2.2%）
13億 7,067 万円

投資および出資金・
貸付金（1.9%）
11億 5,413 万円

繰出金（8.4%）繰出金（8.4%）
50億 9,981 万円50億 9,981 万円

普通建設事業費（9.3%）
56億 7,400 万円

義務的経費義務的経費
42.6%42.6%その他その他

48.1%48.1%

投資的経費投資的経費
     9.3%     9.3%

災害復旧費（0.0%）
142万円
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令和4年度
市の財政状況を報告します

★★

情報情報情報

令和４年度
決算状況

　市は、新しい年度が始まる前に、あらかじめ税金などの収入と
行政サービスに使う支出の金額を見積もって、市長が「予算」案
を作ります。
　その案は、毎年3月に市議会で審議され決定します。
　最終的に予算がどう使われたかを整理したものが「決算」です。

皆さんが納めた税金は、主にこの一般会計に使われています。

福祉や子育て・教育、道路整備などの
まちづくりにかかる基本的な会計です。

一般会計の歳出決算

総額 607億 3,072 万円

一般会計とは

一般会計の歳入決算

総額 636億 3,807 万円

地方譲与税・交付金　国や県が徴収した税金の市
への分配金（自動車重量譲与税、地方消
費税交付金など）

市　税　市民が市に納める税金（市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、都市計画税）

国庫支出金　国が行うべき事業を市へ委託する場
合の交付金など

県 支 出 金　県が行うべき事業を市へ委託する場
合の交付金など

諸収入　市預金利子、貸付金元利収入、雑入など
市　債　国や銀行などから調達する長期的な借入金

※内側の円グラフは、市税決算額内訳

問合先　財政課（☎ 76‐1190）

民生費　子ども、高齢者、障がい者の福祉などの費用
教育費　小・中学校の管理運営や施設整備および

文化・スポーツ振興などの費用

土木費　道路・公園の補修や建設などの費用
衛生費　健康診断や予防接種、ごみ処理などの費用

消防費　消防などの費用
商工費　商工業、観光振興などの費用

総務費　税務事務、選挙、統計調査、公共交通な
どの費用

　収入の根幹をなす市税は増収となりました。これは、
企業収益が堅調に推移したことにより、法人市民税が増
となったことなどによります。また、繰入金、繰越金が
増となった一方、国庫支出金、諸収入、市債が減となり、
歳入総額は前年度に比べ 1.5％の減となりました。

国庫支出金国庫支出金（15.5%）（15.5%）
98億 6,229 万円98億 6,229 万円

地方譲与税・交付金地方譲与税・交付金（9.3%）（9.3%）
59億 6,969 万円59億 6,969 万円

県支出金県支出金（6.2%）（6.2%）
39億 377万円39億 377万円

市債（1.6%）
10億 3,680 万円
諸収入（2.4%）
15億 5,881 万円

その他その他（12.0%）（12.0%）
76億 464万円76億 464万円

市民税（40.8%）市民税（40.8%）
137億 4,778 万円137億 4,778 万円

固定資産税（48.6%）固定資産税（48.6%）
163億 9,590 万円163億 9,590 万円

都市計画税（5.9%）都市計画税（5.9%）
19億 8,865 万円19億 8,865 万円

市たばこ税（3.5%）市たばこ税（3.5%）
11億 7,947 万円11億 7,947 万円

軽自動車税（1.2 %）軽自動車税（1.2 %）
3億 9,027 万円3億 9,027 万円

市税市税（53.0%）（53.0%）
337億 207万円337億 207万円

　総務費が徴収一般事業費の増、衛生費が水道事業会計
繰出金の増となった一方、消防費が消防指令センター共
同運用事業費の減、教育費が小牧南小学校改築事業費の
減となったため、歳出総額は前年度に比べ、1.0％の減、
歳入歳出差引額は、プラス 29億 735万円となりました。

民生費（41.9%）
254億 4,886万円

衛生費衛生費（12.1%）（12.1%）
73億 3,618 万円73億 3,618 万円

商工費（3.1%）
19億 1,164 万円

消防費（2.7%）
16億 2,690 万円

公債費（1.7%）
10億 1,879 万円
その他（1.4%）
8億 5,606 万円

土木費土木費（10.8%）（10.8%）
65億 8,258 万円65億 8,258 万円

教育費教育費（16.2%）（16.2%）
98億 3,894 万円98億 3,894 万円

総務費総務費（10.1%）（10.1%）
61億 1,077 万円61億 1,077 万円
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令和４年度の主な事業

施設の整備
第３老人福祉センター施設整備事業

　高齢者の健康
の増進や教養の
向上を図るため、
施設の整備を進
めました。

〔決算額　10億 4,848 万円〕

民生費　約 254億円 のうち
小学校の改築

小牧南小学校改築事業

　施設の老朽化や児童数の増加に伴う狭隘化を
解消するため、令和 2 年度から令和 4年度の継
続事業として、小牧南小学校改築工事を施工し、
令和 4 年度末には外構
工事、旧校舎・体育館
の解体工事が完了し、事
業を完了しました。

〔決算額　8億 8,975 万円〕

教育費　約 98億円 のうち

衛生費　約 73億円 のうち
小牧市方式でワクチン接種の推進
新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

　令和 4年 5 月下旬から9月上旬まで、60 歳
以上の方と 60 歳未満の基礎疾患を有する方
等を対象とした、4 回目接種を実施しました。
令和 4 年 9 月下旬から、12 歳以上の方（令和
5 年 3 月上旬からは 5 歳以上の方）を対象とし
た、オミクロン株対応 2 価ワクチンを使用した
令和 4年秋開始接種を開始しました。令和 4年
10 月下旬から乳幼児（6カ月～ 4歳）を対象と
した接種を開始しました。

〔決算額　6億 2,540 万円〕
東部地域の活性化

東部まちづくり推進事業

　東部振興構想の実現に向けて、取組の中心
となる地域のさまざまな主体がつながる場として
「東部まちづくりプラットフォーム」を立ち上げ、
各主体が連携・協力してまちづくりを推進してい
く体制を構築するとともに、まちづくり活動の企
画から実践まで体験できる「東部地域でつなが
り、やってみようプロジェクト」を開催し、まち
づくり活動を実践しました。

〔決算額　569万円〕

土木費　約 66億円 のうち

新型コロナウイルス感染症対策（主なもの）
市民生活の安定、地域経済の下支え

子育て世帯臨時特別給付金支給事業

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化
する中、食費等の物価高騰の影響を受ける子育
て世帯を支援するため、愛知県において創設され
た県独自の給付金に加えて、市独自の給付金を
支給しました。

〔決算額　5億 3,822 万円〕

小牧市水道事業会計繰出金

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により影
響を受ける市民生活および経済活動への支援とし
て実施された水道料金基本料金の8カ月間免除に
伴う減収に対して繰出金を支出しました。

〔決算額　 4 億 2,989 万円〕

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増
を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯
に対して、緊急支援給付金を支給しました。

〔決算額　 6 億 10万円〕

その他にも…

・こまきプレミアム商品券発行助成事業
　〔決算額　2億 5,951 万円〕
・ひとり親世帯生活支援特別給付金支給事業
　〔決算額　7,922 万円〕
・子育て世帯生活支援特別給付金支給事業
　〔決算額　6,322 万円〕

など　
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基金残高の推移　計画的に積み立て・活用しています

とは、特定の目的のために積み立てることで、後年度
の財政負担を軽減し、計画的な財政運営を行うための貯金で
す。
　財政調整基金や積立型基金など、全ての基金の合計残高は
約265億円となり、前年度末より約9億円の減となりました。
　これは、第3老人福祉センター、小牧南小学校の整備の
際に、それぞれ積立型基金を計画的に取り崩したほか、新型
コロナウイルス感染症対策に伴う諸事業を実施するため、財
政調整基金を4億円取り崩したことによるものです。

基金

健全財政を維持しています

　「市債」は、単に赤字を補う借金ではなく、耐用年数が長く多くの市民の利用を見込む施設について、
将来の市民も同様に利益を受けると考えられるので、現在の市民がすべて負担するのではなく、長期に
分割して支払うことで、将来の市民にも公平に費用を負担してもらおうという制度です。
　市では、適切な金額を借入れており、財政の規模に対する市債の借り入れ状況についての指標
（地方債残高÷標準財政規模：令和 4年度決算　0.27）は県内第 2位と、県内の他の都市と比較してもたいへん
良好な数値となっています。

～借入金を抑え健全財政に努めています～

４つの健全化判断比率では早期健全化基準を、資金不足比率では経営健全化基準を
下回っており、市の財政は健全であるといえます。全項目で健全化基準をクリア

指　標
健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率
（3カ年平均） 将来負担比率

説　明
財政規模に対する一
般会計などの赤字の
割合

財政規模に対する全
会計の赤字の割合

財政規模に対する1年
間で支払った借入金
返済額などの割合

財政規模に対する将
来市が支払う借入金
返済額などの割合

令和 4年度 赤字なし 赤字なし 0.7％ 実質的な将来負担なし

令和 3年度 赤字なし 赤字なし 0.8％ 実質的な将来負担なし

国が示す
基準

早期健全化基準 11.61％ 16.61％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 30.0％ 35.0％ ー

資金不足比率

公営企業ごとの事業規
模に対する資金不足額
の割合

資金不足なし

資金不足なし

経営健全化基準
20.0％

健全

貯

健
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市債残高の推移　計画的な市債発行を行っています

とは、学校や福祉施設などを建設する場合のように、
長期間にわたって多くの市民が利用することができ、多額の
費用が必要なもののために、市が、政府・地方公共団体金融
機構・銀行などから調達する長期的な借入金のことです。
　一般会計・特別会計を合わせた令和4年度末現在高は、
第 3老人福祉センターの整備や小学校特別教室等空調機設
置事業による借入などにより約93億円となり、前年度末よ
り約 2億円の減となりました。
※平成31年4月1日に公共下水道事業特別会計と農業集落排
水事業特別会計が企業会計に移行しました。

市債

借

0

50

100

197億

R2H30 R1

150

200

250
（億円）

9393 億億
（一般会計・
特別会計）

174億

95億

R3

90億 （企業会計に移行※）

86億

R4

84億
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★★情報情報情報下水道事業の健全な運営に向けて

～下水道使用料について検討しています～

　家庭の台所やトイレなどから排出される汚水を下水道で処理する「汚水処理費」については、その使
用者が全額負担することが原則です。
　市下水道事業では、下水道整備区域の見直しや農業集落排水施設の流域下水道への統合の検討など経
営改善に向けた取組をしていますが、汚水処理費に対し使用料収入が不足しており、不足分は一般会計
からの繰入金（市税など）で補っている状況です。
　また、今後は、人口減少などによる使用料収入の減少や、施設の老朽化に伴う修繕などの維持管理費、
改築更新費などの増加が見込まれることから、経営環境はさらに厳しさを増していくと考えられます。

　国は、使用料を低く抑え、使用料で賄うべき経費を、一般会計から税金により補てんしている団体に
おいては、早急に使用料の適正化に取り組むことを求めています。
　こうしたことから、市の下水道使用料は、平成２年以降、据え置いてきましたが、従来の多額の一般
会計からの繰入金を見直し、汚水処理費を本来の下水道使用料でご負担いただくことを目標に、現在、
学識経験者や市民の代表などで構成する「小牧市上下水道事業経営審議会」において下水道使用料の検
討を進めています。

公共下水道事業の現状

国が求める取組

問合先　上下水道経営課（☎79‐1305）

汚水処理費と使用料収入の比較

汚
水
処
理
費

下
水
道
使
用
料

約
６
割

収
入
不
足
分

収
入
不
足
分

約
４
割

約
４
割

不足分は一般会計
（市税など）で補てん

下水道使用料の状況

　下水道使用料を県内他市と比較すると、一般家
庭の使用料（2カ月あたり48㎥使用した場合の使
用料）は、県内で最も安い状況です。

※48㎥： 4人世帯の2カ月あたりの平均使用水量
 （令和2年度東京都生活用水実態調査） 審議会での検討内容は、

ホームページで
お知らせしてい
きます。
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※2カ月あたり48㎥使用した場合

県内市の下水道使用料比較（小牧市調べ）

汚水処理費は、愛知県の汚水処理場に支払う負担
金や施設整備のための借金の返済など、削減が難
しい費用が大半を占めているため、経費削減だけ
では賄いきれない状況です。

経費を削減すれば使用料を改
定する必要がないのでは？
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問
合
先　
市
民
病
院
（
☎
76
・
４
１
３
１
）

皆
さ
ん
は
手
の
専
門
医
が
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
？

整
形
外
科
に
は
手
の
疾
患・障
害
の
診
療

を
専
門
に
行
う
分
野
が
あ
り
、「
手
の
外
科
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。手
の
外
科
で
は
手
や

指
の
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、骨
折・脱
臼
、腱

断
裂
、靭
帯
損
傷
、指
の
切
断
、腱
鞘
炎
、指

や
手
の
変
形
、変
形
性
関
節
症
、リ
ウ
マ
チ
に

よ
る
手
の
障
害
、拘
縮（
硬
く
な
っ
て
動
か
な

い
）、末
梢
神
経
損
傷・障
害（
手
の
し
び
れ
や

麻
痺
）、先
天
異
常
、感
染(

化
膿
）、骨
腫
瘍・

軟
部
腫
瘍
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。手
外
科

で
は
こ
れ
ら
の
疾
患
を
診
断
し
専
門
的
に
治

療
し
て
い
ま
す
。

当
院
は
日
本
手
外
科
学
会
の
基
幹
研
修

施
設
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、日
本
手
外
科
学

会
専
門
医
を
中
心
と
し
て
診
察
、手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。

手
は
日
常
生
活
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。手
は
、も
の
を
つ

か
む
、持
つ
、放
つ
な
ど
の
基
本
的
な
機
能
だ

け
で
な
く
、精
密
な
動
作
を
実
行
す
る
こ
と

で
文
字
を
書
く
、楽
器
を
演
奏
す
る
な
ど
の

細
か
な
作
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、手
に
は
多
く
の
神
経
が
集
中
し
て

お
り
、触
覚
、温
度
感
知
、圧
力
感
知
な
ど
の

感
覚
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
手
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
動
き
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
表
現
の
手
段
と
し

て
も
使
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
重
要
な
役
割
が
外
傷
や
疾
患
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
り
制
限
さ
れ
た
り
し
た
と

き
に
、そ
の
機
能
を
で
き
る
限
り
取
り
戻
す

の
が
手
の
外
科
診
療
で
す
。

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

健
康
通
信

手
の
外
科
診
療
に
つ
い
て

整
形
外
科
　
部
長
医
師
　

　 

舩
橋
　
伸
司

手
の
外
科
で
多
く
見
ら
れ
る
疾
患
に
つ
い
て

◆
手
の
外
傷（
骨
折・脱
臼
、腱
損
傷
、靱
帯

　
損
傷
、切
断
さ
れ
た
組
織
の
再
接
合
な
ど
）

手
は
常
に
露
出
し
使
用
頻
度
も
高
い
た
め

外
傷
を
受
け
や
す
い
部
位
で
す
。手
の
細
か

い
機
能
を
保
つ
た
め
に
は
損
傷
を
受
け
た
組

織
の
精
密
な
修
復
が
必
要
で
す
。切
断
さ
れ

た
血
管
、神
経
、腱
は
細
く
て
縫
合
が
難
し

く
、マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー（
顕
微
鏡
拡
大

下
で
の
手
術
）の
技
術
を
使
っ
て
接
合
し
ま

す
。切
断
指
再
接
着
な
ど
を
行
う
の
も
手
外

科
専
門
医
で
す
。

◆
末
梢
神
経
障
害（
手
根
管
症
候
群
、肘
部

　
管
症
候
群
な
ど
）

手
の
し
び
れ
や
痛
み
は
手
首（
手
根
管
症

候
群
）や
肘（
肘
部
管
症
候
群
）に
原
因
が
あ

る
こ
と
が
多
く
、こ
れ
ら
の
疾
患
は
神
経
の

圧
迫
を
手
術
的
に
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
症

状
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

◆
屈
筋
腱
腱
鞘
炎（
ば
ね
指
）

ば
ね
指
と
は
、指
を
動
か
す
屈
筋
腱
が
指

の
付
け
根
で
腱
鞘
と
の
間
に
炎
症
を
起
こ
す

病
気
で
す
。安
静
、痛
み
止
め
の
塗
り
薬
や

装
具
で
の
治
療
を
行
い
、改
善
し
な
け
れ
ば

注
射
、手
術
に
よ
る
治
療
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
変
形
性
関
節
症（
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
、ブ
シ

　
ャ
ー
ル
結
節
、母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
な
ど
）

手
や
指
の
関
節
も
、関
節
軟
骨
の
摩
耗
に

よ
っ
て
慢
性
的
な
疼
痛
や
関
節
の
変
形
を
起

こ
し
ま
す
。ま
ず
は
保
存
治
療
を
行
い
改
善

が
十
分
で
な
け
れ
ば
手
術
治
療
を
検
討
し
ま

す
。

◆
リ
ウ
マ
チ
に
よ
る
手
の
変
形

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
よ
り
手
の
変
形
が
生
じ

る
と
、力
が
入
り
に
く
く
な
り
、手
を
使
い
に

く
く
な
り
ま
す
。機
能
的
な
障
害
だ
け
で
な

く
手
の
変
形
に
よ
る
美
容
的
な
問
題
も
治

療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ（
三
角
線
維
軟
骨
複
合
体
）損
傷

手
関
節
尺
側（
小
指
側
）の
疼
痛
の
原
因

と
な
り
ま
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
で
骨
折
が
な
く

て
も
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
損
傷
を
受
け
て
い
る
場
合

が
あ
り
専
門
的
な
治
療
が
必
要
で
す
。

◆
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
拘
縮

手
の
ひ
ら
か
ら
指
に
か
け
て
、し
こ
り
が

で
き
て
徐
々
に
指
を
伸
ば
し
に
く
く
な
り
ま

す
。日
常
生
活
に
支
障
が
あ
れ
ば
手
術
治
療

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
の

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、整
形
外
科
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。患
者
さ
ん
の
職
業
や
生
活
様
式
に

合
わ
せ
た
治
療
法
を
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。整
形
外
科
で
は
手
に
ま
つ
わ
る
痛

み
の
緩
和
や
機
能
回
復
に
向
け
て
最
善
の
治

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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